
和

良

品

部

作

集

四
ノ、

ち
し
事
明
な
れ
ば
、
い
づ
れ
に
よ
i

リ
て
定
め
ん
事
も
競
り
れ
ば
、
或
は
後
宇
多
天
皇
の
弘
安
中
に
な
り
し
が
、
伏
見
天

の
御
代
に
至

b
、
後
宇
多
天
皇
の
御
製
の
み
を
補
入
し
た
'
る
も
の
に
で
も
あ
ら
ん
か
。
勅
撰
歌
集
に
す
ら
、
奏
覧
の
後

作
歌
を
拍
入
し
た
る
例
み
の
れ
ば
、
か
ぐ
推
定
す
る
の
外
な
か
る
ぺ
し
。
ゴ
.
れ

E
、
こ
れ
は
、
唯
現
存
の
十
容
の
み
に
よ

で
、
推
考
し
た
る
の
み
。
港
十
一
以
ア
、
悉
〈
完
備
し
た
る
上
に
て
、
更
に
精
査
孜
究
せ
ば
、
愚
案
の
謬
も
，
わ
い
る
を
訂
正

る
事
あ
ら
ん
。

-闘圃.

-ー・-

経

手記
局

梨

園

奮

風

巻

梨
国
と
は
、
唐
香
櫨
繁
志
に
、
「
明
皇
既
知
一
音
楽
、
又
酷
愛
治
曲
、
選
坐
部
伎
子
弟
三
百
、
敬
子
梨
園
、
」
と
ゐ
り
て
、
歌
舞
を

教
習
す
る
所
な

h
し
か
ば
、
や
が
て
、
舞
人
奨
人
を
も
、
梨
固
と
い
ひ
し
な
hJ
。
き
れ
ば
、
こ
の
害
は
、
我
邦
古
風
の
歌
舞
の

事

E
も
記
し
允
る
も
の
な
る
べ
り
れ

E
も
、
世
に
停
は
ら
ざ
れ
ば
、
詳
な
ら
ず
。

東

遊

笛

諮

巻

奉
勅
撰

砦
時
文
路
本
、
内
閣
一
本
、
紳
宮
文
庫
本
、
紳
朝
日
文
庫
一
本
命
乙
の
舎
を
載
せ
ざ
る
も
の
紗
か
ら
ず
。
後
。
也
記
な
ら
ん
か
。

東
遊
は
、
紳
事
に
奏
す
る
歌
舞
な

b
。
こ
の
笛
の
譜
は
「
奉
勅
撰
」
と
あ
れ

E
、
い
つ
の
御
代
、
い
か
な
る
人
の
撰
び
た

る
も
の
か
、
今
は
世
に
俸
は
ら
ぎ
れ
ば
、
詳
な
ら
今
。

梨
関
奮
闘
州

来

遊

岱

誇

四
六

皐のb す



梁

盛

秘

抄

梁

盛

秘

抄

二
十
巻

後
白
河
院
勅
撰

四
六
四

-
紳
灘
、
催
馬
灘
、
風
俗
、
今
様
、
早
歌
、
田
歌
等
の
事
を
か
h

せ
給
ひ
し
も
の
な
b
。
今
世
に
停
は
り
た
る
も
の
は
、
倉
一

長
歌
、
古
柳
、
今
様
三
百
九
首
の
中
二
十
二
首
と
、

港
二
四
句
神
歌
、
ニ
匂
紳
歌
の
外
、
梁
塵
秘
抄
口
侍

集
倉
一
、
残
一
般
、
巻
十
の
二
巻
ゐ

b
o
ぞ
の
他
、
梁
塵

秘
抄
口
停
集
巻
十
一
以
下
、
巻
十
四
ま
で
あ
b
。

古
寓
本
は
、
伏
見
宮
御
所
臓
築
仁
親
王
御
筆
口
侍

〈議所氏護路小絞健子〉

集
品
位
十
、
及
び
綾
小
路
子
侍
所
威
容
一
、
及
び
口
惇

集
の
断
筒
ゐ
L

リ
。
各
一
及
び
袋
二
は
、
佐
々
木
信
網

博
士
の
大
正
元
年
に
校
刊
し
、
同
十
二
年
増
訂
し

ま
た
図
歌
大
系
に
股
め
た
b
。
梁
塵
秘
抄
口
停
集
巻
十
は
、
群
書
類
従
に
収
め
た
る
も
の
あ
b
。
ま
た
梁
座
制
加
抄
一
二
、

た
る
も
の
、
昭
和
七
年
に
改
訂
し
た
る
刊
本
ゐ

b
。

及
び
同
口
惇
集
十
四
ま
で
は
、
岩
波
文
庫
に
牧
め
て
、
昭
和
八
年
刊
行
せ
ち
。

こ
の
書
に
就
い
て
は
、
刊
本
、
及
び
園
史
園
文
の
研
究
に
の
せ
た
る
拙
考
、
及
び
、
皇
室
御
撰
之
研
究
に
も
記
し
、
詳
な

諸
家
の
考
設
を
載
せ
た

b
。

る
事
は
、
改
訂
刊
本
に
載
せ
た

b
。
な
ほ
岩
波
詩
庄
日
本
文
阜
、
新
潮
枇
丈
島
T

詩
座
、
改
諮
赴
日
本
文
皐
講
座
等
に
も
、

龍

吟

抄
龍
吟
は
筒
の
事
に
て
、
こ
の
害
は
、
積
債
に
つ
い
て
の
事
ど
も
を
、
筆
録
し
た
る
も
の
な
り
。
債
を
龍
吟
と
い
ふ
故
は
、

綾
歌
訓
抄
に
、
可
或
云
、
笛
を
ば
龍
吟
と
い
ふ
、
宮
、
商
、
角
、
徴
、
m仰
の
五
奇
、
み
な
龍
筒
の
調
に
わ
き
ま
へ
た
り
、
」
と
見
え

た
れ
E
、
蓋
し
文
選
馬
融
長
官
賦
に
、
「
近
世
双
宿
従
先
起
、
先
人
]
伐
竹
宋
及
巳
、
龍
鳴
水
中
不
見
己
、
裁
竹
吹
之
盤
相
似
じ

と
い
へ
る
に
よ
り
て
、
笛
を
龍
笛
と
い
品
、
や
が
て
龍
鳴
と
も
、
龍
吟
と
も
い
へ
る
な
る
ぺ
し
。
僅
源
抄
に
は
、
龍
吟
集
と

し
て
こ
れ
を
引
き
た
ち
。
群
書
類
従
に
吹
め
光
る
上
下
二
各
の
龍
鳴
抄
は
こ
れ
な
り
。

上
港
は
呂
に
て
二
越
前
出
の
皇
帝
破
陣
奨
よ
り
、
安
摩
に
至
る
二
十
八
築
、
盤
調
曲
の
恭
一
挺
紫
、
柳
花
苑
、
大
食
創
出
.

の
散
手
破
陣
奨
ょ
。
、
長
慶
子
に
至
る
十
灘
、
乞
食
調
巾
の
秦
王
破
陣
奨
よ

h
、
林
歌
子
に
至
る
四
十
楽
、
下
各
は
律
に

渉
調
曲
の
蘇
合
香
よ
り
、
銀
気
揮
肱
の
-
十
三
楽
に
至
れ

h
。

て
、
平
調
曲
の
三
皇
盤
よ
り
、
扶
南
に
至
る
十
五
築
、
寅
錯
調
曲
の
亦
白
桃
李
花
よ
h
y
、
赤
白
蓮
花
楽
に
至
る
十
五
築
、
盤

こ
の
書
の
著
者
は
、
犬
神
基
政
に
て
、
各
首
に
「
大
神
基
政
撰
」
と
記
し
、

滋
吟
抄

三
五
要
略
に
、
基
政
抄
云
、
競
龍
吟
抄
、
春
楊
柳
早
物
也
、
甘
洲
採
・
三
様
に
吹
、
人
之
夜
牛
奨
五
常
築
破
様
に
吹
物
也
一
エ

四
六
五



路

吟

抄

一
-
一
五
要
略

、々

四
六
六

と
見
え
た
り
。
基
政
は
犬
紳
惟
季
の
子
に
て
、
雅
楽
免
、
楽
所
勾
常
と
な
り
、
保
延
四
年
、
六
十
歳
に
て
残
せ
hd
。
上
下

二
審
と
も
、
末
尾
に
、
「
長
承
二
年
五
月
日
、
散
位
大
帥
在
剣
、
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
こ
の
害
は
、
渡
年
よ
り
、
六
年
前
に
若

し
た
る
も
の
な
h
J
。
な
ほ

奥
書
に
、
本
云
、
比
抄
、
安
元
比
、
以
前
帯
院
之
本
、
令
信
定
書
窮
者
也
、

子
時
嘉
誠
二
年
十
月
六
日
書
寓
了
、
惇
問
、
比
抄
有
二
本
云
々
、
大
柿
基
政
女
子
二
人
之
料
抄
之
、
明
有
具
敗
、
但
不
.

子
時
嘉
誠
三
年
六
月
六
日

知
何
本
可
等
之
、
此
本
度
々
披
見
之
、
不
審
等
少
々
別
紙
勘
付
、
印
付
属
新
府
局
畢
、

#，1] 

散

位

在

と
あ
り
。
前
務
院
は
、
後
白
河
天
皇
の
皇
女
式
子
内
親
王
の
御
事
な
b
Jこ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
二
本
あ
り
し
に
て
、

プ
ゲ
}
龍
吟
抄
と
じ
、
一
を
龍
鳴
抄
と
し
た
る
も
の
'
な
ら
ん
か
。
但
し
仁
智
要
録
、
三
五
要
録
に
引
き
た
る
新
撰
龍
吟
抄
は
、

別
の
も
の
な
る
事
は
、
文
机
談
に
見
え
た
り
。

三

五

要

略

妙
一
音
院
太
政
大
臣
撰

琵
琶
の
譜
な
り
。
琵
琶
を
三
五
と
い
へ
る
は
、
風
俗
語
に
弓
琵
琶
長
三
尺
五
寸
、
法
天
地
人
奥
五
行
也
、
し
と
あ
り
て
二

は
三
尺
五
寸
志
る
に
よ
り
二
は
三
才
と
五
行
と
に
よ
り
て
名
づ
け
た
る
も
の
な
り
。
四
谷
あ
り
し
事
は
、
文
机
談
に
見

伏

ゐ墨4 1 1 
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三

五

要

録

十
二
巻

同
提

=
一
五
要
録

え
た
り
。

之
の
書
は
、
今
停
は
り
た
る
は
侠
胤
せ
と
な
り
て
、
伏

見
宮
御
所
践
に
巻
第
四
の
一
容
あ
り
。
容
首
に
、
「
妙

音
院
琵
琶
師
太
政
大
臣
従
一
位
藤
原
朝
臣
抄
し
と
記

五

し
て
、
盤
捗
調
、
琵
琶
卒
調
の
蘇
A
口
呑
よ
り
、
千
秋
楽

に
至
れ
り

o
z
の
書
の
事
は
、
文
札
談
に
、
寸
亦
要
略

要

は
回
出
せ
な
れ
ば
、
乙
れ
を
四
絃
に
あ
っ
、
乙
の
趣
皆
録

の
第
一
の
調
子
品
の
上
容
に
見
え
た
り
L
、
と
記
せ

時

り
o 著

者
妙
音
院
太
政
大
臣
は
、
藤
原
師
長
に

τ、
そ
の

事
歴
は
白
馬
節
合
抄
の
保
(
一
七
八
頁
)
に
の
せ
た

同
六
七



琵
琶
の
譜
を
書
き
た
る
も
の
な
り
@

一

五

要

録

、
四
六
八

-
マ
文
机
談
に
、
御
譜
を
撰
定
せ
ら
る
、
比
巴
を
ば
三
五
pfa

名
づ
り
で
、
三
九
五
寸
の
う
つ
は
も
の
な
る
が
故
に
、
始
め
て

こ
の
読
み
の
ち
と
か
や
。
榊
一
安
録
は
十
二
巻
、
こ
れ
を
十
二
月
、
十
二
時
、
十
二
一
律
に
ゐ
つ
、

主
見
え
て
、
各
容
の
始
に
、
「
太
政
大
臣
従
一
位
藤
原
朝
臣
師
長
撰
」
と
記
し
た
h
J
O

そ
の
篇
目
左
の
如
し
@

第第第
三

第
四

第
五

第
六

第
七

第
八

第
九

第
十

第
十

第
十

案
譜
法
調
子
品
上
下

律
放
琵
琶

催
馬
築
上
策
銭
調

呂
歌
琵
琶

催
馬
柴
下
一
返
瓜
呑
調

萱
越
調
的
上
琵
琶
双
調
沙
陀
調
岡
管

査
越
前
向
下
琵
琶
双
調

-
少
官
同
月
出

・4
4
・Ru--
百別

t
s

一
や
調
琵
琶
賞
銭
前

大
食
詞
琵
琶
沼
資
銭
関

認
諾

性
調
幽
資
総
調

乞
食
調
曲

双
調
尚
琵
琶
返
瓜
呑
訪

沙
陀
調
曲

渡
物
萱
越
調
曲

実
錯
調
曲
琵
琶
瓜
呑
説

水
調
出
琵
琶
返
凪
呑
刑
制

盤
渉
詞
曲
上
琵
琶
夙
呑
卸

盤
渉
調
尚
下
琵
琶
不
問
、
狛
符
出
品
越
嗣

附
録
に
は
、
河
曲
子
、
河
水
奨
、
飲
酒
奨
の
諮
、
朗
詠
、
付
物
、
韓
紳
附
物
、
古
鳥
蘇
、
取
一
菅
様
等
あ
り
。
南
宮
詩
、
長
秋
卿
詩
、

高
麗
曲
比
巴
資
銭
関

新
撰
龍
吟
抄
、
桂
譜
等
を
参
照
し
、
蕗
々
こ
の
譜
を
以
て
、
異
同
を
註
し
た
る
と
こ
ろ
あ
b
J
O
但
し
中
に
、
若
者
師
長
以
後

の
年
紀
に
か
』
る
と
こ
ん
あ
る
は
、
後
人
の
追
記
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。

定
一
の
巻
尾
に
、
比
容
は
、
女
房
な
ど
の
た
め
に
、
あ
な
が
ち
に
い
る
ぺ
き
ち
の
に
は
あ
ら
ね

E
も
、
す
ぺ
て
三
五
要

録
の
一
の
各
に
で
あ
れ
ば
、
ゃ
う
/
¥
に
し
で
か
き
て
、
は
り
ま
と
の
に
ま
ゐ
ら
す
、
あ
り
ゃ
う
ま
た
み
な
申
き
か

せ
ま
ゐ
ら
せ
て
よ
く

f
i心
を
し
づ
め
て
し
ら
れ
ぺ
し
、

建
保
六
年
八
月
一
日

前
木
工
程
頭
藤
原
剣

と
記
せ

b
。
こ
の
書
の
事
は
、

玉
葉
に
、
建
久
六
年
正
月
十
六
日
壬
寅
、
仁
和
寺
宮
廷
使
借
事
之
問
、
令
市
入
事
等
有
勅
許
、
悦
長
市
之
由
所
被
示

也
、
其
上
被
借
三
五
要
録
一
牛
調
巻
、
印
付
使
借
奥
田
卒
、

と
見
え
た

b
。
後
伏
見
天
皇
御
記
延
慶
二
年
十
月
の
僚
に
も
、
「
妙
一
回
日
院
入
道
、
催
馬
柴
山
、
中
御
門
内
大
臣
宗
能
公
弟
子

也
、
何
三
五
要
録
に
も
、
彼
説
と
て
哉
之
、
L

と
記
し
給
へ

b
。

こ
の
書
の
古
詩
本
は
、
伏
見
宮
御
所
蔵
第
二
閣
子
口
問
第
三
、
第
四
綿
岡
崎
第
五
、
第
六
椀
峨
第
七
併
詞
第
八
円
詰
第
九
円
削
第
十
、

第
十
一
一
躍
第
十
二
蹴
箆
の
十
一
審
あ
り
。
各
容
の
表
紙
に
、
後
崇
先
院
の
良
筆
に
て
、
曲
調
ぞ
記
し
給
へ

b
。
ま
た
港
末

三

五

要

録

四
六
九



仁

智

要

録

ゐ
h'
。
第
一
稗
念
院
入
道
鷹
司
宋
平
卿
、
第
三
具
氏
卿
、
常
四
長
雅
、
第
入

四
七

O

に
、
筆
者
ぞ
紙
片
に
記
し
て
、
貼
付
し
た
る
も
の

孝
時
、
第
九
忠
雄
朝
巨
、
第
十
範
藤
卿
、
第
十
一
経
朝
卿
に
て
、

書
寓
了
、

第
八
奥
書
に
、
承
元
二
年
七
月
舟
目
、
於
持
明
院
殿
馬
場
宿
所
、

在
剣

承
元
三
年
三
月
十
一
日
、
比
局
儲
受
了
、
孝
時

蔵所御官見伏

丈
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井
丈
3

持

奥
書
に
、
承
元
五
年
三
月
六
日
、
於
仁
和
寺
嶋
瀧
亭
害
見
了
、

同
九
日
校
了

同
十
日
校
了

在
~1 

校
了

政
大
臣
従

と
ゐ

b
。
ま
た
岡
宮
御
所
臓
に
、
三
五
要
録
目
録
一
定
ゐ

b
。
各
首
に
「
太

依
藤
原
朝
巨
師

i
撰
、
」
と
あ
b
。
書
名
の
下
に
、
「
仁
智
同
」

五要

と
註
せ
り
。

基
げ
て
、
譜
を
略
し
た
る
も
の
な

b
。

仁
智
要
録
も
同
じ
き
宏
、
な

b
。

奨
名
、
及
び
そ
の
解
説
を

同
入
日
校
了
、

二
五
要
録
を
抄
録
し
た
る
よ
し
、
臆
安
六
年
の

と
見
え
た

b
。
こ
の
外
、
同
宮
家
御
所
臓
に
、
三
五
要
録
抄
一
港
あ
り
。

奥
書
ゐ

b
。

仁

智

要

録

同

撰

等
の
譜
な
り
。
等
を
仁
智
と
い
ふ
事
は
、
晋
痔
玄
の

ド

4
b
ぷ
み
合
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御

調
曲

第
九

盤
捗
調
上

岡
下

第
十

‘

仁

智

要

録

第
賦
に
、
代
以
蒙
悟
所
語
、
今
税
其
器
、
上
崇
似
天
、
下

平
似
地
、
中
空
准
六
会
、
絃
柱
擬
十
二
月
、
設
之
則
四

象
在
、
鼓
之
則
五
一
昔
接
、
斯
乃
仁
智
之
器
、
萱
亡
国
臣
、

所
能
闘
思
運
巧
哉

仁

と
あ
る
よ
り
出
で
た
り
。
盟
源
抄
に
、
「
智
仁
者
天
地
也
、

智

陽
也
陰
也
、
甲
之
国
主
天
、
腹
之
平
主
地
、
其
形
名
仁
智
云

々
、
」
と
い
へ
る
は
誤
な

b
。

こ
の
書
は
、
今
寓
本
に
て
十
二
港
俸
は
れ
り
。

ぞ
の
凸
円
相

目
左
の
如
し
。

首
売さ

答
案
譜
法

絃
名

右
手

左
手

第

調
子
品

第
二
催
馬
築
上
律

催
馬
奨

第

下
呂
歌

第
四
・
萱
越
前
出
土

同
?下

第
五

第
六

大
食
前
曲

双

第
八
'

第
七

平
調
曲

第
十
一

角
調
柱
究
第

各
港
絃
口

高
麗
曲

第
十

悶
七



仁

智

要

略

内
七

惇
事
等

に
で
、
楽
曲
の
始
に
は
、
和
漢
の
書
ぞ
引
き
て
、
そ
の
起
原
等
を
記
し
た

b
。
ぞ
の
書
中
に
参
考
し
た
る
も
の
は
、
南
宮
積

債
譜
、
長
秋
卿
笛
譜
、
明
選
横
笛
譜
、
類
来
等
詩
、
綿
譜
、
龍
吟
抄
、
総
竹
詩
、
院
鵡
譜
、
師
季
譜
等
に
て
、
各
一
に
は
、
裏
書
三

所
ゐ
hd
。

仁
平
三
年
二
月
十
一
日
奉
受
了
、
共
後
久
喜
二
年
二
月
品
川
日
夏
奉
習
之
、

仁
平
三
年
四
月
十
四
日
奉
受
了
、
仰
目
、
時
五
十
絃
度
数
無
定
、
多
少
隠
宜
耳
、
他
皆
倣
之
、

仁
平
三
年

舟
日
於
宇
治
小
河
伊
行
宿
所
、
悲
・
受
了
、

上
見
え
た
り
。
蓋
し
惇
受
を
受
り
た
る
事
を
記
し
た
る
も
の
な
b
。
な
ほ
こ
の
書
の
事
は
、
総
竹
口
停
に
、
「
妙
一
音
院
殿
譜

に
は
、
仁
智
の
譜
と
か
げ
り
、
」
と
記
し
、
睡
源
抄
に
も
見
え
た

b
。

仁

智

要

略

、. 

知
日
要
録
と
同
じ
ぐ
、
妙
一
音
院
師
長
の
若
な
h
y
。

こ
れ
も
祭
の
譜
な
b
、
各
歎
明
な
ら
や
。
館
、
源
抄
に
載
せ
た
る
こ
の
書
籍
目
録
に
、
「
等
譜
同
捜
」
と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
仁

但
し
要
録
に
封
し
て
、
略
記
し
た
る
も
の
L

如
し
と
雄
ど
も
、
そ
の
内
容

に
よ
れ
ば
、
別
の
も
の
な

b
。

こ
の
書
は
、
世
に
惇
は
り
た
る
も
の
稀
に
し
て
、
古
寓
本
に
は
、
伏
見
宮
御
所
蔵
巻
二
の
一
港
あ
り
。

奥
書
に
、
永
仁
四
年
卯
月
七
日
、
比
正
本
一
日
制
胡
官
譲
搭
大
納
言
臓
泰
了
、
白
口
之
加
奥
書
、
存
亡
管
絃
名
答
入
、
彼
朝
臣

随
分
保
々
、
但
注
漏
人
消
々
潟
、

と
見
え
た
り
。

総

管

抄

十

巻

北
院
御
室
御
抄

等
、
琵
琶
、
横
笛
等
、
管
絃
に
閲
す
る
事
ど
ち
を
記
さ
れ
た
る
る
の
な
り
。
控
源
抄
に
は
、
総
管
要
抄
と
も
、
総
管
要
録
抄

と
も
記
せ
り
。
こ
の
書
、
今
は
散
逸
し
て
惇
は
ら
予
。
こ
の
書
の
事
は
皇
室
御
撰
之
研
究
に
も
の
せ
た
り
。

北
院
御
室
は
、
後
白
河
天
皇
の
皇
子
守
魔
法
親
王
の
御
事
な
り
。
仁
和
寺
に
入
り
給
ひ
、
建
仁
二
年
八
月
、
仰
年
五
十

三
に
で
菟
じ
給
へ

b
。
御
著
書
多
し
。

残

夜

抄

孝
道
抄

管
絃
に
つ
い
て
の
事
ど
も
を
記
し
た
る
書
な
り
。
残
夜
と
は
、

各
首
に
、
僅
に
そ
の
器
に
つ
い
た
る
程
の
事

rに
も
、
す
た
れ
ゆ
ぐ
末
の
世
、
心
う
〈
悲
し
、
こ
の
故
に
、
わ
づ
か
に

ち
い
さ
き
竹
の
つ
』
に
て
、
見
と
を
し
を
し
花
る
程

rに
も
な
き
口
停
の
外
、
と
に
臨
み
て
、
完
束
な
か
り
ぬ
ぺ
き

こ
と
を
、
夜
を
残
し
た
る
老
の
ね
ぷ
り
の
う
も
に
、
思

φ
出
で
ら
る
、
事
E
も
を
し
る
し
て
、
子
を
思
ふ
道
の
飴

h
、

綜

管

抄

残

夜

抄

四
七
三



奴

楽

祭

銭

四
七
回

が
た
は
ら
い
た
な
が
ら
、
わ
な

L
C
f
L
つ
ふ
し
つ
也
、

と
あ
る
に
よ
れ
b
。
ま
た
書
名
の
下
に
、
「
或
云
迷
路
抄
」
と
も
い
へ
る
よ
し
記
せ
り
。

一
容
に
で
、
群
書
類
従
に
攻
め
た

h
J
。
そ
の
内
容
に
就
い
て
は
、

ま
づ
う
へ
は
物
に
付
た
る
曲
は
、
き
る
'
事
に
て
、
一
音
楽
に
と
b
戸
、
品
々
と
に
臨
み
て
お
も
は
る
也
事
あ
る
ぺ
し
、
一
は

御
遊
、
二
は
舞
踊
束
、
三
は
式
詩
、
四
は
十
種
語
、
五
は
人
に
物
を
数
ふ
る
事
、
六
は
人
に
習
ふ
事
、
七
は
調
子
の
移
り
か

は
り
め
、
八
は
幾
の
あ
ひ

rの
事
、
九
は
一
品
目
の
こ
と
、
十
は
物
を
秘
す
ぺ
き
ゃ
う
、
十
一
は
物
の
た
が
ひ
め
の
事
、
十

二
は
打
物
の
事
、
十
三
は
楽
器
の
事
、

と
あ
り
て
、
各
項
目
を
わ
か
も
て
、
細
密
に
説
明
せ
り
。
著
者
の
藤
原
孝
道
な
る
事
は
、

臨
源
抄
に
、
残
夜
抄
、
琵
琶
博
士
孝
道
入
道
遣
之
、
残
夜
云
々
、

主
見
え
た
り
。
孝
道
は
、
木
工
頭
藤
原
孝
定
の
子
に
て
、
企
卑
n
T
阪
に
、
「
従
四
位
下
、
尾
張
守
、
木
工
桂
頭
、
出
家
、
智
翻
」
と

あ
り
。
嘉
鮪
三
年
、
七
十
三
に
て
卒
去
せ

b
。

類
一
栄
柴
録

管
絃
に
つ
い
て
の
事
ど
も
を
類
来
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
今
世
に
俸
は
ら

F
れ
ば
、
著
者
も
倉
敷
も
詳
な
ら
や
J

。

マー

ノ

類

緊

等

譜

等
曲
の
譜
を
類
来
し
た
る
も
の
な
る
ぺ
し
。
仁
智
要
録
皇
帝
政
陣
奨
の
頭
書
に
、
「
類
来
等
譜
者
、
後
宇
治
政
御
撰
也
、
」

と
見
え
、
臨
源
抄
に
「
類
来
年
譜
制
足
院
L
と
ゐ
b
J
O
秦
等
相
承
血
脈
関
白
忠
貨
の
下
に
、
「
競
知
足
院
、
或
後
宇
治
、
又
宮
家
、
L

と
見
え
た
り
。

こ
の
香
も
世
に
俸
は
り
た
る
も
の
な
く
、
三
五
要
録
附
録
河
曲
子
の
誌
に
九
「
河
或
作
歌
、
類
緊
等
譜
云
、
師
設
註
之
、
」

と
見
え
て
、
仁
智
要
録
の
蕗
々
に
引
載
し
た
る
も
の
あ
b
。
唯
類
来
語
と
し
た
る
も
、
問
書
な
る
ぺ
し
。

著
者
忠
買
の
事
は
、
乾
抄
の
僚
(
一
入
一
頁
)
に
記
せ

b
。
秦
等
相
承
次
第
に
は
A

著
者
を
根
大
納
言
宗
俊
た
し
て
、
「
又

受
五
節
命
婦
設
、
又
習
大
宮
右
大
臣
、
又
院
御
説
、
し
と
見
え
北
h
d
o
大
宮
右
大
臣
は
、
宗
俊
の
究
俊
家
に
て
、
院
は
白
河
法

皇
の
御
事
な
る
べ
し
。

桂

譜

内
凶
一
本
、
図
書
察
本
(
松
岡
控
目
減
)
彰
考
抽
出
一
本
‘
前
岡
本
籍
、
柱
詩
と
し
た
り
@

世
に
惇
は
ら
ね
ば
、
如
何
な
る
も
の
か
詳
な
ら
子
。
著
者
も
明
な
ら
ね
E
、
琵
琶
の
譜
な
る
が
如
し
。

位
源
抄
十
一
に
1

桂
譜
と
て
桂
少
輔
事
、
経
信
大
納
言
孫
也
、

類
甲
山
品
等
諮

桂

諮

四
七
五



E
見
え
た
り
。

今
出
河
前
右
大
臣
は
食
季
に
で
、
後
西
国
寺
入
道
太
政
大
臣
は
食
季
の
父
賞
品
誕
な

h
o
こ
の
外
、
同
宮

=
一
五
中
録

四
七
一
ハ

E
ゐ
hJ
て
、
琵
琶
血
脈
に
、
「
兵
部
少
輔
信
綱
、
治
部
卿
基
綱
息
、
競
桂
少
師
、
」
と
見
え
だ
る
に
よ
れ
ば
、
信
網
の
か
き
た
る

も
の
な
る
が
如
し
。
但
し
信
網
の
姐
父
経
信
も
、
琵
琶
の
名
手
と
し
て
、
世
に
聞
え
、
企
卑
砂
版
に
、
「
号
桂
大
納
言
」
と
記

し
、
自
筆
の
譜
あ
る
よ
し
、
胡
翠
数
録
上
に
見
え
た
れ
ば
、
桂
譜
は
、
信
網
に
は
あ
ら
や
し
て
、
経
信
の
諮
な
ら
ん
か
。
伏
見

宮
家
御
所
蔵
に
、
経
信
自
筆
の
琵
琶
譜
あ
り
。
紙
背
に
、
九
保
栄
買
の
署
名
ゐ
り
て
、
臆
保
三
年
、
乗
買
が
、
父
忠
逗
よ
り

受
り
た
る
よ
し
を
記
せ
り
。

さ
れ
ど
経
信
の
奥
書
に
は
、
「
件
手
並
楽
等
、
所
受
習
故
兵
部
卿
資
通
卿
也
、
」
と
あ
り
て
、
資

通
よ
り
惇
受
し
た
る
ま
L

の
寝
な
れ
ば
、
桂
譜
は
別
の
も
の
な
ら
ん
か
。

三

五

中

銭

十
二
巻

孝
時
撰

琵
琶
の
譜
を
書
き
た
る
も
の
な
h
y
。
寓
本
に
て
、
世
に
停
は
れ

b
。
ぞ
の
篇
目
左
の
如
し
。

第
一
袋
詰
法

第
二
億
山
崎
然
上

第
三
岡
下

第
四
出
品
越
制
凶
上

第
五
岡
下

第
六
卒
調
印

第
七
大
会
調
印

第
八
双
調
凶

第
九
黄
銭
調
曲

第
十
盤
沙
問
日
開
上

第
十
一
同
下

第
十
二
高
麗
凶

著
者
の
孝
時
な
る
事
は
、

文
札
談
に
、
抑
中
録
は
、
孝
時
が
所
撰
也
、
西
国
寺
入
選
御
時
、
本
一
討
を
諸
人
に
ゆ
る
す
事
御
せ
い
し
あ
り
て
、
御
い

ま
し
め
の
御
教
書
を
給
は
る
、
何
年
来
の
路
子
に
こ
れ
を
ゐ
た
へ
ん
た
め
に
、
常
に
用
る
所
の
一
設
を
と
り
て
、
中

録
と
な
っ
〈
、
而
を
、
後
日
に
人
こ
れ
を
な
ん
す
る
に
よ
り
て
、
な
ほ
要
録
と
す
、
但
中
録
も
な
に
か
は
〈
る
し
〈
侍

ら
ん
、
昔
る
龍
吟
抄
あ
り
、
叉
新
撰
龍
吟
あ
り
、
こ
れ
を
も
て
是
を
思
ふ
に
、
新
撰
要
録
と
も
号
つ
ぺ
し
、
例
な
き
に

あ
ら
や
ヲ
や
、

E
見
え
た
り
。

孝
時
は
、
木
工
椛
頭
藤
原
孝
道
の
子
な
り
。
傘
卑
n
T
服
に
、
「
正
五
下
、
右
馬
助
、
出
家
法
深
、
」
と
あ
り
て
、

議所御宮見伏
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文
永
三
年
残
せ

b
。

こ
の
書
の
古
詩
本
は
、
伏
見
宮
御
所
蹴
七
治
め
り
。

鎌
倉
時
代
末
期

の
も
の
に
で
、

五

第
一
兵
書
に
、
嘉
元
三
年
七
月
日
、
魚
典
孝
宣
、
令
書
誌
之
詑
、
空
位

J
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(
花
押
)

中

E
見
え
、
第
六
に
は
、
元
徳
三
年
の
奥
書
あ
り
。

日各

第
七
奥
書
に
、
此
港
内
曲
悉
奉
授
査
岐
左
街
門
尉
宗
成
詑
、

正
路
四
年
正
月
廿
一
日

第
十
一
奥
書
に
、
比
者
元
銀
年
中
也
、 木
工
模
原
孝
努
(
花
押
)

余
練
習
、
以
今
出
判
前
右
大

区
所
持
議
畑
一
町
一
郎
官
盟
問
書
寓
之
、

御
所
識
に
、
第
七
盤
捗
制
下
一
港
あ
り
。

邦
永
親
王
の
害
お
し
給
ひ
し
も
の
五
冊
ゐ
bJ
。

一

五

中

総

四
七
七



笠

陽

段

竹

諮

四
七
八

御
奥
書
に
、
家
誠
之
三
五
中
鋭
、
全
部
嘗
時
人
組
匠
露
段
多
、
而
無
由
歎
、
途
不
恥
拙
筆
、
親
新
設
基
功
、
且
加
校
合
而

巳

正
徳
乙
未
歴
初
秋
下
砕

邦
永
(
御
花
押
)

E
記
し
給
へ
り
。

な
ほ
岡
宮
御
所
蔵
に
は
、
こ
れ
を
抄
略
し
た
る
三
五
中
略
と
題
し
た
る
も

ω
一
定
あ
り
。
第
四
五
六
の
抄
録
に
て
、
草

本
な
り
。

宜

陽

殿

竹

譜

太
田
丸
撰

今
停
は
ら
F
れ
ば
明
な
ら
ね
E
、
懐
竹
抄
に
、
寸
宜
陽
股
竹
譜
ト
云
点
、
太
田
丸
譜
」
と
見
え
、

文
机
談
に
、
こ
の
御
門
の
御
な
か
れ
を
ば
、
一
品
式
部
卿
貞
保
親
王
に
倖
へ
給
は
ら
せ
給
ふ
、
榊
"
防
御
師
太
田
丸
一
炉
、

信
譜
を
ば
、
嵯
峨
天
皇
め
し
て
、
宜
陽
殿
の
ぬ
り
こ
め
に
置
か
せ
お
は
じ
ま
す
、
朝
家
の
お
も
き
御
買
な
れ
ば
、
宜
陽

殿
の
竹
の
譜
と
て
、
詮
に
ひ
き
侍
る
は
こ
れ
な
り
、
但
炎
上
の
時
、
と
り
い
た
き
令
し
て
焼
に
り
り
、

と
あ

b
て
、
霞
源
抄
五
に
も
見
え
た
り
。

太
田
丸
は
、
和
遁
部
氏
な
る
よ
し
、
同
書
一
に
見
え
た

b
。

そ
の
停
記
は
詳
な
ら

す、南

竹

譜

貞
保
親
王
撰

横
笛
の
譜
に
で
、
懐
中
抄
に
も
、
「
南
竹
譜
ト
云
戸
、
貞
保
親
王
譜
、
」
と
あ
り
。
南
竹
は
南
宮
竹
譜
を
略
し
た
る
も
の
な

り
。
績
敬
訓
抄
に
は
、
南
宮
横
笛
譜
と
記
せ
り
。
南
宮
は
、
貞
保
親
王
の
御
邸
第
な
り
。

貞
保
親
王
は
、
清
和
天
皇
の
皇
子
に
ま
し
/
¥
、
延
長
二
年
御
年
五
十
五
に
て
菟
じ
給
へ

h
J
。
親
王
衆
謹
に
秀
で
給
ひ
、

殊
に
横
笛
に
長

ι給
ひ
し
事
、
丈
札
談
、
績
数
訓
抄
に
見
え
た
り
。

，
こ
の
香
も
、
世
に
惇
本
な
〈
、
仁
智
要
録
、
三
五
要
録
以
下
の
諸
害
に
引
き
た
る
も
の
あ
り
。

こ
の
香
の
事
は
皇
室
御

摂
之
研
究
に
為
の
せ
た

b
。

長
.
竹
譜

博
雅
卿
撰

横
笛
の
譜
に
て
、
懐
竹
抄
に
、
「
長
竹
譜
ト
云
山
、
博
雅
三
位
静
、
」
と
あ
り
。
仁
智
要
録
、
績
数
訓
抄
、
河
海
抄
、
臨
源
抄
な

E
に
は
、
長
秋
卿
笛
譜
と
e
h

記
し
、
ま
た
長
秋
卿
竹
譜
と
も
い
へ
り
。
蓋
し
著
者
博
雅
が
、
中
宮
大
夫
た
れ
ば
、
中
宮
の
唐

名
長
秋
に
よ
り
た
る
も
の
な
り
。
長
秋
譜
は
、
長
秋
卿
竹
譜
の
略
名
な
り
、

程
源
抄
五
に
、
長
秋
卿
竹
譜
、
中
宮
大
夫
唐
名
な
り
。

又
続
長
秋
詩
、
博
雅
三
位
御
譜
也
、
御
譜
一
長
書
を
見
る
に
、
点
保
親
王
三
宅
譜
、
同
臨
調
子
譜
.
清
瀬
古
絵
、
大
戸
清
上
1

官
閉
竹
諮

長

竹

諮

四
七
九



も
の
に
か
。

. 

綿

諮

四
ぺ

O

和
運
部
大
田
丸
、
勝
道
成
常
也
、
乙
英
ノ
静
也
、
又
外
従
王
位
下
良
峯
朝
臣
泣
卒
、
勝
道
成
師
、
平
秀
戎
、
並
大
石
宮
門

等
譜
説
・
也
、
是
奉
勅
撰
也
、

と
見
え
、三五

要
録
に
、
康
保
年
中
、
左
近
桔
中
賂
源
博
雅
朝
臣
、
奉
勅
撰
活
椋
笛
譜
云
々
、

文
札
談
に
、
皇
大
后
官
根
大
夫
源
博
雅
卿
、
こ
れ
も
固
番
頭
源
備
に
な
ら
ひ
給
ふ
、
西
宮
殿
に
は
、
御
ゐ
ひ
治
子
と
そ

申
す
ぺ
念
、
こ
の
君
は
、
兵
部
卿
克
明
親
王
の
長
子
な
り
、
御
笛
も
い
み
し
き
御
上
手
な
り
、
村
上

ω
天
皇
の
御
宇
、

康
保
の
一
頃
、
勅
に
よ
り
て
、
横
笛
の
譜
十
三
巻
を
え
ら
ぴ
上
h
給
ふ
、
い
ま
用
ひ
る
所
の
長
秋
と
い
ふ
は
こ
れ
な
り
、

南
宮
は
十
二
巻
、
長
秋
卿
は
十
三
局
、
こ
れ
に
は
、
角
調
の
〈
は
、
れ
る
に
よ
b
て
な
り
、

と
見
え
て
、
村
上
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
、
撰
湛
し
た
る
も
の
な
り
。

著
者
博
雅
は
、
兵
部
卿
克
明
親
王
の
御
子
な
り
。
従
三
位
、
皇
后
宮
根
大
夫
に
豆
、
り
、
天
元
三
年
、
六
十
三
に
て
亮
去
せ

り
。
君
卑
品
川
服
に
、
「
琵
琶
名
匠
」
と
記
し
、
一
。
高
名
管
絃
人
」
と
見
え
た

b
。

需品

譜

頼
士
ロ
撰

横
笛
の
諮
に
て
、
懐
竹
抄
に
、
「
綿
譜
ト
云
山
王
位
物
頼
吉
譜
一
と
見
え
た
り
。
綿
譜
と
は
、
い
か
な
る
故
に
名
づ
り
た
る

こ
の
書
の
事
は
、

結
教
訓
抄
一
九
王
監
物
頼
吉
A

、
オ
ホ
ツ
カ
ナ
キ
幾
ヲ
山
、
奨
屋
'
-
て
ア
号
、
諮
ヲ
ヒ
ロ
ケ
ア
吹
ヶ

Y
ナ
y
、
道
ノ
長
者

ナ
Y
事
ナ
V

円
、
ミ
ク

Y

ジ
グ
見
侍
-Y

ス
、
又
難
ス

Y
人
モ
ナ
ジ
、
綿
譜
ト
云
フ
戸
、
楽
屋
-
一
-
ア
ヒ
タ
キ
見
ク

Y
詩
ト

一‘カキレ，、

E
見
え
た
り
。
さ
れ

E
、
.
こ
れ
も
今
以
停
は
、
ら
十
。
仁
智
要
録
、
綴
数
訓
抄
、
臨
源
抄
な
E
に
引
き
た
る
も
の
あ
る
の
み
。

頼
吉
は
1

難
所
預
小
監
物
玉
手
信
託
に
就
い
て
桔
笛
を
皐
ぴ
、
堀
何
天
皇
の
御
師
と
な
れ
hJ
。

懐

中

諮

位
季
撰

今
停
は
ら
ね
ば
詳
な
ら
子
。
懐
竹
抄
に
、
「
懐
竹
譜
ι
イ
云
山
、
犬
神
剣
官
悦
季
語
、
」
と
記
し
た
れ
ば
、
ま
た
懐
竹
譜
と
も

稀
し
た
る
も
の
な
ら
ん
か
。
懐
竹
到
聞
は
、
横
笛
の
譜
な
れ
ば
、
ぞ
の
他
、
等
、
和
琴
、
琵
琶
等
の
譜
を
私
併
せ
て
、
懐
中
譜
と

稽
せ
し
に
や
。
別
に
等
、
和
容
、
琵
琶
等
の
譜
は
な
か
り
し
に
や
。

著
者
惟
季
は
、
大
紳
氏
、
戸
部
正
近
の
弟
子
と
な
り
て
笛
を
習
ひ
、
右
近
郷
監
に
任
官
ら
れ
、
寛
治
八
年
、
六
十
八
に
て

卒
去
せ

b
。

風

俗

譜

念

陵

中

諮

風

俗

説

四
l¥ 



倦

応

策

諮

間
/"¥ 

悶
香
山
伏
本
・
(
符
同
在
浦
和
尚
一
蹴
u
内
凶
一
本
、
紳
官
文
底
本
は
一
一
防
と
し
・
辞
書
類
従
本
は
二
品
位
と
し
た
り
。

風
俗
歌
の
諮
な
り
。
風
俗
歌
は
、
群
書
類
従
に
収
め
た
れ

E
、
こ
の
風
俗
語
は
、
今
俸
は
れ
り
や
否
や
明
な
ら
子
。

催

ー馬

楽

室譜
・従&
，点二

?貼
し
た

催
馬
奨
歌
の
譜
な
り
。
こ
の
譜
の
事
は
、

建
久
本
催
馬
幾
略
譜
下
巻
の
絡
に
i

或
抄
云
、
延
喜
二
十
年
、
依
勅
定
左
近
中
時
藤
原
忠
房
朝
臣
作
催
馬
奨
譜
云
々
、

又
一
候
左
大
臣
殿
令
竜
之
由
、
見
治
国
抄
、
桝
泣

部
曲
相
承
次
第
左
大
臣
雅
信
の
下
に
、
催
馬
奨
詩
、
此
大
臣
作
之
、
或
抄
云
、
延
喜
二
十
年
、
右
近
少
時
藤
原
忠
房
依

勅
定
作
之
云
々
、
然
而
多
n
T
説
雅
信
会
所
作
也
云
々
、

こ
の
外
、
柏
中
抄
・
に
は
二
候
左
大
臣
雅
信
の
作
と
し
、
控
訴
抄
に
は
、
藤
原
忠
房
の
作
な
る
よ
し
記
せ
り
。
こ
の
譜
は
、
藤

原
忠
居
跡
、
源
雅
信
、
い
づ
れ
の
も
の
か
、
碩
鼠
均
等
中
に
は
、
雅
信
の
摂
び
た
る
は
、
天
職
の
頃
な

b
し
も
の
に
て
、
今
俸
は
り

た
る
怯
、
や
が
て
こ
の
新
譜
な
る
よ
し
い
へ
り
。

催
潟
奨
譜
の
古
寓
本
は
、
帝
室
博
物
館
所
披
天
治
本
催
馬
奨
抄
ど
最
も
古
し
と
す
。
題
築
に
「
催
馬
楽
譜
、
堀
河
右
大

臣
流
、
藤
大
納
言
口
寓
一
服
蹴
本
也
、
不
及
他
見
、
」
と
見
え
、
奥
書
に
、
「
天
治
二
年
春
三
月
、
付
家
詑
移
貼
了
、
し
肝
と
見
え
て
、

終
日
ふ
「
堀
河
右
大
臣
殿
、
按
察
大
納
言
、
藤
大
納
言
、
皆
比
人
々
次
第
所
侍
也
、
」
と
記
せ
h
J
。
堀
河
右
大
匹
は
、
道
長
の
子

額
宗
、
大
宮
右
大
臣
は
、
そ
の
子
俊
家
、
按
察
大
納
言
は
、
マ
の
子
宗
俊
、
藤
大
納
言
は
、
そ
の
子
宗
忠
に
て
、
天
治
二
年
、
藤

「
:
信
一
j
i
i
J
J

・

-ν
ト
一
一
一
一
ハ
¥

…
J

J
成
必
拍

2
7一~雲市

九
件
え
え
ん
た
ふ
た
も
&
よ
-
J
J右
十
A
j
1
-
一u

一
、

&
?
:
l
-
え
え
む
北
;
:
宅
せ
よ
:
;

、
す
ぺ
?
;
一
戸
“
‘
:
:
也
管
A62
手
応
?
一

札
:
:
:
三
一
万
叶
ρ
3
e
t
z
p
m
u
:
i
l
t
l

一

志
品
、
;
:
え
札
1
-
品
川
久
MF3
全
G
7
W
1

…

外
侯
爵
鍋
島
直
映
氏
所
疏
古
詩
本
一
冊
ゐ
hJ
、
昭
和
入
年
、
図
買
に
指
定
せ
ら
れ
た
り
?
.
'
・

出
.
・
大
納
言
土
な
札
'
9
0

こ
の
・
四
代
は
催
母
奨
師
惇
相
承
に

鮪
も
の
せ
て
、
こ

ω
譜
を
相
承
せ
し
な
り
。
な
は
宗
忠
の
中

譜侯師肘朗刷局直映氏所荻r・‘、

右
記
保
安
元
年
十
一
月
十
三
日
の
僚
に
、
「
催
馬
楽
譜
、

有
故
宰
相
中
時
家
、
有
無
未
草
得
、
」
と
見
え
た
り
。
故
宰

相
中
略
北
、
俊
家
の
孫
に

r、
宗
通
の
子
な
り
。
同
じ

f

堀
判
右
大
臣
の
流
な
れ
ば
、
天
治
本
之
関
係
ゐ
る
に
似

た
ち
。
天
治
本
に
は
古
典
保
存
'
官
の
複
製
ゐ
h
J
O

こ
の

.罰申

楽

譜

二

巻関
害
時
宮
本
、
(
荷
悶
夜
満
筈
政
)
内
閣
一
本
、
一
一
?
傑
西
本
等
は
、
二
帖
と
し
た

p
。

神
楽
歌
の
譜
な

b
。
こ
の
譜
の
事
は
、

中
右
記
に
1

天
仁
元
年
十
一
月
一
廿
三
日
、
世
稀
清
署
堂
御
神
楽
、
是
長
楽
院
後
市
町
名
・
也
帥
奮
紳
楽
譜
云
、
普
点
観
御
時
、

制

策

諮

四
八
三



柏
村
柴
諮

四
八
四

肺
宴
之

H
i被
撰
定
神
奨
歌
者
、
・
若
是
比
紳
奨
之
事
故
、
彼
時
、
磁
等
前
ト
云
歌
、
依
有
禁
忌
不
被
歌
云
冷
、
首
書
に
、

或
人
談
云
、
朱
者
院
御
時
、
点
信
会
揺
政
之
問
、
比

話中

御
神
楽
又
被
始
、
其
後
不
絶
、

と
あ
'
り
。
碩
鼠
浸
筆
に
は
、
貞
親
御
時
に
撰
定
せ
ら
れ

柴聖法
周同

た
h
と
い
へ
る
は
、
は
や
〈
亡
び
て
、
政
事
要
略
定
二
十

(議所氏1.t利回前鰐侯〉

八
に
、
神
楽
譜
一
首
ど
あ

b
て
、
そ
の
一
節
を
引
き
た
る
の

み
。
今
の
世
に
停
は
の
た
る
は
、
一
候
雅
信
が
、
催
馬
柴

と
共
に
〉
撰
ぴ
花
'
る
る
の
な
る
よ
し
い
へ
り
。
さ
れ

ε、

こ
の
目
録
に
の
せ
た
る
は
、
善
本
な
り
や
、
新
本
な
り
や

載
せ
て
、
末
に

神
楽
譜
の
古
寓
本
は
、
前
田
侯
爵
家
所
蔵
に
て
、
王
嘉
元
年
の
久
行
、
文
永
元
年
の
久
氏
、
文
保
三
年
の
忠
築
の
奥
書
を

明
な
ら
十
。

文
和
四
年
正
月
日
ハ
一
令
書
守
刊
誌
、
於
本
者
、
悉
毎
日
口
書
之
、
予
私
博
士
相
口
口
所
々
書
了
、
苔
各
所
借
請
忠
泰
也
、

:1;. 
見
え
?と

--圃.
・・園周
・.圃個園.

皆

書

大
同
類
叩
双
方

百

巻

安
倍
民
貞
・
出
岳
民
貞
等
奉
勅
撰

敦
有
(
花
押
)

J

本
一
邦
古
皆
方
の
俸
は
勺
た
る
も
の
を
あ
つ
め
て
、
券
類
し
化
る
も
の
な
り
。

日
本
後
紀
に
、
大
同
三
年
五
丹
甲
申
、
先
是
詔
街
門
佐
従
五
位
下
策
定
大
合
。
人
助
相
模
介
安
倍
朝
怪
異
直
、
外
従
五

位
下
侍
皆
乗
典
薬
助
但
馬
櫨
株
出
恒
一
戸
惑
炭
点
等
、
撰
大
同
類
来
方
、
其
功
師
畢
、
乃
於
朝
堂
拝
表
日
i

区
間
、
長
桑
妙

術
、
必
須
湯
文
之
治
.
太
一
一
脳
結
、
猫
安
鉱
石
之
療
、
英
不
薬
力
迎
助
、
技
残
魂
於
袖
厄
、
間
百
方
所
鑑
、
結
遺
命
於
断
門
川

雄
一
貫
、
典
墳
澄
心
眠
、
狛
復
降
懐
野
家
、
汎
観
揺
生
、
乃
詔
右
大
臣
、
宜
令
侍
醤
出
雲
詰
炭
点
等
、
依
所
出
薬
、
撰
集

号
、
巨
等
奉
宜
、
修
日
在
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詳
、
愚
情
所
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語
、
日
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夏
、
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奇
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方
、
宜
校
語
、
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以
奉
謹
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但
凡
阪
経
業
不
詳
習
、
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代
懸
誌
、
註
記
総
錯
、
巨
等
才
謝
稽
古
、
皐
拙
知
新
、
頼
主
管
窺
、
営
彩
批
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、
不
足
以
封
拐
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あ
る
に
て
、
そ
の
さ
ま
を
推
知
す
ぺ
し
ω
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旨
、
酬
答
連
息
、
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忠
之
口
墜
氷
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、
謹
拝
表
以
開
、
帝
善
之
、
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